『城見て　しろまるひめ　唄う』

作詞・作曲　岸田 直美

唄　　　しろまるひめ

　　　　桜花びら舞い踊る　美しい城　姫路城

　　　　まんまるもちもち玉椿　ほおばれば

　　　　わらわは姫山人形のように　ほほ笑むぞよ

　　　　緑豊かな街なみは　歴史の香り漂う

　　　　水辺に白鷺羽ばたいて　華麗な城　姫路城

　　　　明珍火箸と夏風のハーモニー

　　　　わらわの好きなしらさぎ染めに　身を包み

　　　　播磨灘の海の幸　自然の恵み　舌鼓

　　　　紅葉と夕日紅色に　輝く城　姫路城

　　　　風合い高く柔らかな　姫路革細工

　　　　わらわの胸元　そっと忍ばし　姫路革財布

　　　　勇壮豪華絢爛の　灘のけんか祭り

　　　　雪華きらめき朝日と　雄大な城　姫路城

　　　　色鮮やかな姫路独楽　はりこの面

　　　　わらわの幼き思い出共に　心内に

　　　　書写山の静寂の中で　歴史を深く刻み込む
